
様式第３号（第12条第５項関係） 

関内小学校第１回学校運営協議会実施報告書 

１ 実施日時  令和７年４月２２日（火）18:30～19:30 

２ 出 席 者  会 長：肥吾 信吾 

        副会長：赤間 由紀 

委 員：鎌田 衛、齋藤 修二、斉藤 昭雄、近江 幸男、浅野 美香（校長） 

        オブザーバー：管澤 秀信（市教育委員会） 

事務局：斉藤 麻千子（教頭） 

３ 欠 席 者  清野 賢美 

４ 協議事項 

（１）組織について／承認 

（２）今年度の活動内容について／承認 

（３）学校経営方針について 

（令和７年度学校経営方針、グランドデザイン、いじめ防止基本方針）／承認 

  ① 目指す子供の姿 ・心身ともに健康で 自他を尊重する子供 

            ・自ら考え 行動する子供 

            ・ふるさとを愛し 大切にする子供 

  ② 目指す学校の姿 ・子供が「通いたい」学校 

・保護者が子供を「通わせたい」学校 

・地域の人たちが「誇りたい」学校 

・教職員が「勤めたい」学校 

  ③ 目指す教職員の姿・児童 保護者 地域 同僚から信頼される教職員 

・未来を生きる子供に必要な教育について学び続ける教職員 

・ウェルビーイングを体現する教職員 

  ④ 育てる３つの力 ・心身ともに健康で、幸せに生きる力 

・自ら考え、決定し、行動する力 

・ふるさとを愛し、大切にする心（国際社会に生きる力） 

  ⑤ 経営の基本方針 「小規模校のニーズを踏まえ、特認校としての使命を果たす学校づくりの 

推進」 

  ⑥ 重点項目 

〇自己有用感を高め多様性を尊重する態度の育成（全教育活動における言語活動の充実等） 

〇生徒指導の充実（トラブルを学びにする指導等） 

〇健康・体力つくりの推進（１校１運動、「チャレンジタイム」等） 

〇資質・能力の向上（子供）（少人数指導による学習内容の確実な定着等） 

〇ICT端末の効果的・積極的な活用（端末の持ち帰りを活用した自己管理能力の育成等） 

〇資質・能力の向上（教職員）（「見通し」「行動」「振り返り」を位置付けた実践の構築 

等） 

〇ふるさと創生教育「だて学」の充実（探究課題を解決する力の育成等） 

〇地域素材を生かした教育活動の推進（豊かな体験活動等）  

〇家庭・地域との連携と教育力の向上（顔の見える連携による教育活動の充実） 

（４）前期学校支援活動について 

〇学校支援ボランティアについて 

・自治会の回覧により、読み聞かせボランティア、運動会前の草刈りボランティア等の募集を

行う。 

（５）令和７年度運動会について 

   ・コロナ前の対応を参考にした雨天時の対応案について説明した。 

（６）児童の様子について 

   ・２名の１年生が入学、交通安全教室を実施した。 

５ その他連絡事項 

・第２回学校運営協議会／ ６月１７日（火）関内小ランチルーム 

・伊達市学校運営協議会研修会／６月２５日（水）カルチャーセンター 

 


